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⑥⑥⑥⑥ 島津軍の撤退

志賀、島津の両軍が決戦の場として
選んだのが鬼ｹ城。親次の知略に
よって島津軍は３７０人の武将が討ち
取られ、敗走した。
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城将：志賀親次
と１千５百の兵
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島津義弘率いる
２万５千の兵

鬼ケ城

①①①① 滑瀬橋の
戦い

④④④④ 島津歳久が
６千の兵で攻撃

（（（（島津島津島津島津軍軍軍軍））））

監視として、稲富新助の
兵５千を残し、本隊は玖
珠方面に向う
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②②②② 滑瀬橋の戦い
（２度目）

⑤⑤⑤⑤ 鬼ケ城の戦い

③③③③ 島津軍の退却

城を出た別働隊
が背後を突く
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